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オカダンゴムシの不思議な反応

〜交替性転向反応はなぜ生じるのか～

Y.A＜科③ゼミ＞

１．はじめに

　私たちの身近にいるダンゴムシには、触る

と丸くなるという反応がある。しかし、別にもう

一つ不思議な反応があることを知っているだ

ろうか。それは交替性転向反応といい、迷路

のように入り組んだ道でも右、左と交互に曲

がり続けるという反応である。様々な研究者

がこの反応の生じる理由を研究しているが、

未だ明確な理由は定まっていない。そのた

め、本研究では、ダンゴムシの「足」に着目

し、交替性転向反応が生じる理由を調査す

ることにした。

２．仮説と調査方法

2.1仮説
　自分が立てた仮説は以下の通りである。ダ

ンゴムシに見られる交替性転向反応は、足

の負担を両足に均等化するためである。これ

は右に曲がったときには右足に負担がかか

るため、その負荷を両足均等にするために

次には左に曲がるということだ。この仮説の

正当性を確かめるために、まずは実際に身

近にいるダンゴムシに交替性転向反応が見

られるか、そして故意に片足に負担をかける

ことで同じ実験内容でも結果に差はあるの

か、という２つに分けて実験を行うことにし

た。

2.2実験内容
実験条件

　自宅付近で採取したオカダンゴムシ15匹を

用いて実験した。（それぞれ２回ずつ実験し

た。）実験は21時から行い、室内温度は約

27℃であった。

自作したダンボール迷路（図１、道幅約

2.5cm）を使用し、図１の青ルートでゴールし

た個体を迷路をゴールできた個体数とした。

なお、2回連続でゴールでき

なかった個体は記録なし（×）としている。

実験①

青ルートを通ってゴールした個体の、ゴール

までにかかった時間を計測し、グラフにまと

めた。なお、途中で壁を登ってしまったり、道

をそれてしまった個体は5分おいて、もう一度

同じ条件でやり直した。

実験②

実験①で使用した迷路を、迷路を60°傾け

て行った。傾ける方向は図1の青矢印を基準

にダンゴムシが交差を曲がるたびに迷路を

傾ける方向を変えた。

→自分の仮説を確かめるために、ダンゴムシ

が曲がるたびに故意にダンゴムシが曲がると

予想される方向を下にして傾けることで、そ

の方向に曲がるために必要な足の負担を増

え、反応が見られなくなりゴールすることがで

きる個体数が減るのではないか。

図１　自作した迷路

青ルートを通った個体を迷路をゴールできた

個体とした

３．実験結果

それぞれの平均値（四捨五入）

実験①：51.2s 実験②：66.6s



（×は平均値に含めていない。）

実験の結果のグラフを見比べると、いくつか

のことがわかった。

まず、実験①のグラフから30回のうち28回が

計測対象になった事がわかった。

また、実験①②間では迷路をゴールするま

での所要時間の平均は約15s伸びた。

同様に、実験①②間で計測対象となった個

体が6体減少した。（×となった個体数が6体

増加した。）

４．実験の考察

実験の結果から様々な考察をすることができ

る。

まず、①のグラフから28回が計測対象となっ

たことから実際に交替性転向反応が生じたと

考えられる。

また、①②間で平均時間が15s伸びた。

これは、迷路を傾けたことによって単純に計

測したダンゴムシの移動速度が遅くなり、そ

れが所要時間の平均の増加に繋がったと考

えられる。

また、実験①②間で計測対象となった個体

が減少したことから、実際に自分が立てた仮

説である交替性転向反応が足の負担に関

わっているとみなすことができる。

５．今後の課題

今回の実験ではダンゴムシの「足」のみに着

目し、実験を行った。しかし、交替性転向反

応が生じる原因は時間帯や地面の状況、触

覚の有無など様々なものがあると言われてい

る。

他にも、ダンゴムシは3種類が生息していると

言われている。

そのため、これらの種類によって結果が変わ

るのかどうかも調べてみたい。

そのため、今後再び実験を行う際には、新た

に条件を増やして行いたい。

また、実際にこのような実験を行う人に会っ

て、実験をする上で注意する点や工夫点な

どを聞いて、自分の実験を改善したい。
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